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水素とは 
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水素の特徴 
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 宇宙で最も豊富にある元素。質量では宇宙全体の約
70%を占める。 

 水素単体では自然界にほとんど存在せず、地球上で
は化合物として存在（水、化石燃料、有機化合物等） 

 無色、無味、無臭の気体。 

 最も軽い気体（空気に対する比重0.0695）で、拡散速
度が速い。 

 燃えても火炎がみえにくい。 

 燃焼すると酸素と反応して水になる。 

 -252.6℃で液化する 

 



広く利用される水素 
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年間消費量：おおよそ150億Nm3（FCV：1,500万台分） 

新たな用途 

図：岩谷産業資料より 



エネルギーとしての水素利用 
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1970 John O’M. Bockrisが“hydrogen economy”

（水素経済 ）を提唱 

 

1973 水素エネルギー研究会（現水素エネルギー協
会）設立 

 

1974 国際水素エネルギー協会（IAHE）設立 

 サンシャイン計画開始 

      （水素製造技術、アルカリ型燃料電池） 
 

1981 ムーンライト計画にて大型燃料電池開始 



水素エネルギーに関する政策 
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水素エネルギーを推進する意義 
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• クリーン・エネルギー 
使用時の大気汚染物質や温室効果ガスの排
出ゼロ 

• 柔軟な二次エネルギー 
様々な資源から製造可能、また多様な需要に
も対応可能 

• 日本の強みが発揮出来る分野 
30年以上に渡る、水素エネルギー研究開発の
経験と蓄積 



クリーン・エネルギー 
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燃料電池の高いエネルギー効率 



柔軟な二次エネルギー 
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水素は多様な原料から製造可能、様々な利用方
法が期待 



新たな産業としての期待 
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国籍別特許出願件数（05～09） 

出典：平成23年度 特許出願技術動向調査／特許庁 

日本が技術的優位性を有し、市場の伸びも期待 

水素・燃料電池関連の国内市場規模予測 

出典：「水素・燃料電池戦略ロードマップ」 



日本における政策の方向性 
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近年の水素エネルギーに関する政策展開 

日本再興戦略（2013.6）：エネファーム拡大、FCV世界最速普及 

エネルギー基本計画（2014.4）： 
 有望な二次エネルギー、水素社会実現を目指す 

「水素・燃料電池戦略ロードマップ」（2014.6） 

日本再興戦略2014（2014.6）： 
   ロードマップの着実な実施 



エネルギー基本計画 
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水素・燃料電池戦略ロードマップ 

13 


